
Tome 2

地
域
の
発
展
・
文
化
の
向
上
に
貢
献

平
成
　
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
、
県
文
化
の
日
表
彰
な
ど
を
受
け
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

２０

■
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

纂
佐
久
間
　
孝
　
夫
（
米
山
）

纂
三
　
田
　
静
　
夫
（
登
米
）

■
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与

纂
及
　
川
　
誠
　
祐
（
石
越
）

纂
田
　
中
　
一
　
男
（
登
米
）

纂
佐
　
藤
　
正
　
敏
（
東
和
）

纂
佐
々
木
　
徳
　
雄
（
豊
里
）

■
地
域
の
発
展
に
寄
与

纂
阿
　
部
　
昭
　
三
（
東
和
）

■
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
ヒ
サ
子
（

迫

）

纂
吉
　
田
　
惠
　
子
（

迫

）

■
水
道
事
業
（
水
道
水
の
安
定
供

給
）
に
貢
献

纂
登
米
市
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
）

　
中
田
総
合
体
育
館
で
　
月
２
日

１１

に
開
催
さ
れ
た
市
政
功
労
者
表
彰

式
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
な
ど
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
に
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

■
学
校
保
健
の
向
上
に
寄
与

纂
遊
　
佐
　
不
三
雄
（
仙
台
）

纂
佐
　
藤
　
敬
　
喜
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
優
　
子
（
津
山
）

纂
髙
　
橋
　
英
　
治
（
豊
里
）

纂
小
野
寺
　
　
　
智
（
栗
原
）

■
地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与

纂
片
　
平
　
　
　
彰
（
登
米
）

纂
鈴
　
木
　
節
　
子
（
登
米
）

纂
佐
々
木
　
春
　
夫
（
石
越
）

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

保
健
衛
生
功
労

教
育
文
化
功
労

市
表
彰
条
例
に

　
　
　
よ
る
表
彰

■
調
査
統
計
の
普
及
、改
善
に
寄
与

纂
千
　
葉
　
忠
　
雄
（
東
和
）

統
計
功
労

■
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
大
　
澤
　
大
　
志
（

迫

）

纂
吉
　
田
　
博
　
子
（

迫

）

社
会
福
祉
功
労

纂
遊
　
佐
　
　
　
江
（

迫

）

纂
三
　
浦
　
厚
　
子
（

迫

）

■
更
生
保
護
事
業
の
向
上
に
寄
与

纂
千
　
葉
　
幹
　
雄
（

迫

）

纂
浅
　
野
　
昌
　
雄
（

迫

）

纂
三
　
浦
　
滿
　
子
（
津
山
）

纂
柴
　
田
　
文
　
興
（
登
米
）

纂
小
　
林
　
秀
一
郎
（
米
山
）

■
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
恭
　
郞
（
東
和
）

■
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
豊
　
治
（
石
越
）

纂
佐
　
藤
　
八
重
治
（
石
越
）

纂
木
　
村
　
誠
　
喜
（
米
山
）

纂
千
　
葉
　
文
　
雄
（
東
和
）

■
土
地
改
良
事
業
の
振
興
に
寄
与

纂
小
　
関
　
松
　
男
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
和
　
彦
（

迫

）

纂
相
　
澤
　
重
　
男
（

迫

）

■
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与

纂
阿
　
部
　
長
　
壽
（
中
田
）

纂
榊
　
原
　
　
　
勇
（
南
方
）

纂
佐
々
木
　
　
　
剛
（
中
田
）

纂
小
野
寺
　
富
　
之
（
中
田
）

纂
熊
　
谷
　
　
　
勲
（
中
田
）

纂
佐
　
藤
　
芳
　
男
（
東
和
）

纂
佐
　
竹
　
　
　
力
（
豊
里
）

纂
鈴
　
木
　
正
　
斗
（
中
田
）

■
地
域
林
業
の
振
興
に
寄
与

纂
小
野
寺
　
和
　
彦
（
東
和
）

■
地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与

纂
及
　
川
　
　
　
浩
（
東
和
）

■
観
光
物
産
事
業
の
振
興
に
寄
与

纂
渡
　
邊
　
芳
　
夫
（
中
田
）

纂
二
階
堂
　
　
　
學
（

迫

）

纂
杉
　
田
　
観
　
龍
（
津
山
）

纂
新
　
田
　
耕
　
也
（
登
米
）

■
農
産
加
工
品
事
業
の
振
興
に
寄
与

纂
鈴
　
木
　
信
　
子
（
中
田
）

■
和
牛
改
良
の
発
展
に
寄
与

纂
佐
　
竹
　
仁
　
郞
（

迫

）

纂
大
立
目
　
敏
　
夫
（
米
山
）

■
地
域
婦
人
活
動
の
推
進
に
寄
与

纂
梶
　
原
　
み
ね
子
（
東
和
）

■
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与

纂
千
　
葉
　
辰
　
雄
（
石
越
）
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■
地
域
社
会
の
安
全
に
寄
与

纂
千
　
葉
　
　
　
昇
（
東
和
）

纂
遠
　
藤
　
正
　
典
（

迫

）

纂
岩
　
渕
　
智
　
彦
（
登
米
）

纂
三
　
浦
　
孝
　
秋
（
豊
里
）

纂
佐
々
木
　
　
　
信
（
登
米
）

纂
菊
　
澤
　
　
　
孝
（
中
田
）

纂
髙
　
橋
　
清
　
一
（
米
山
）

消
防
防
災
功
労

■
地
域
の
治
安
維
持
に
寄
与

纂
芳
　
賀
　
公
　
彌
（
米
山
）

纂
榊
　
原
　
義
　
正
（
米
山
）

■
地
域
の
交
通
安
全
に
寄
与

纂
池
　
田
　
和
　
子
（
石
越
）

纂
千
　
葉
　
ひ
と
み
（
石
越
）

纂
佐
々
木
　
き
み
え
（
津
山
）

纂
伊
　
藤
　
修
　
二
（
米
山
）

防
犯
交
通
安
全
功
労

纂
只
　
野
　
厚
　
志
（
中
田
）

纂
小
野
寺
　
正
　
樹
（
中
田
）

纂
佐
々
木
　
弥
　
市
（
東
和
）

纂
佐
　
藤
　
富
　
夫
（
石
越
）

纂
佐
々
木
　
正
　
一
（
中
田
）

纂
大
　
友
　
勝
　
志
（
米
山
）

纂
及
　
川
　
道
　
弥
（
東
和
）

纂
佐
々
木
　
康
　
之
（
中
田
）

纂
佐
々
木
　
哲
　
二
（
豊
里
）

纂
大
　
沼
　
敏
　
美
（
津
山
）

纂
松
　
田
　
新
　
也
（
南
方
）

纂
及
　
川
　
健
　
一
（

迫

）

纂
斎
　
　
　
正
　
志
（
豊
里
）

纂
只
　
野
　
眞
　
志
（
米
山
）

纂
佐
々
木
　
　
　
清
（
米
山
）

纂
及
　
川
　
武
　
志
（
中
田
）

纂
猪
　
又
　
孝
　
悦
（
東
和
）

纂
古
　
関
　
啓
　
司
（
米
山
）

纂
鈴
　
木
　
　
　
豊
（
米
山
）

纂
大
立
目
　
信
　
博
（
米
山
）

纂
千
　
葉
　
　
　
明
（
中
田
）

纂
須
　
藤
　
義
　
男
（
東
和
）

纂
三
　
上
　
誠
　
志
（
中
田
）

纂
千
　
葉
　
徹
　
哉
（
石
越
）

纂
鈴
　
木
　
幾
　
雄
（

迫

）

纂
阿
　
部
　
郁
　
夫
（
東
和
）

纂
佐
々
木
　
誠
　
二
（
米
山
）

纂
細
　
川
　
郁
　
夫
（
石
越
）

纂
早
　
坂
　
政
　
一
（
米
山
）

纂
久
　
保
　
泰
　
宏
（
米
山
）

纂
君
　
塚
　
秀
　
治
（
石
越
）

纂
鎌
　
田
　
成
　
志
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
武
　
弘
（
東
和
）

纂
栁
　
渕
　
利
　
夫
（
米
山
）

纂
齋
　
藤
　
　
　
康
（
石
越
）

纂
須
　
藤
　
和
　
彦
（
中
田
）

纂
佐
々
木
　
和
　
久
（

迫

）

纂
飯
　
塚
　
　
　
浩
（

迫

）

纂
主
　
藤
　
忠
　
浩
（
中
田
）

地
域
活
動
功
労

■
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

纂
佐
々
木
　
　
　
典
（
南
方
）

纂
畑
　
山
　
　
　
拓
（
米
山
）

■
地
域
振
興
に
寄
与

纂
柴
　
崎
　
公
　
男
（
米
山
）

纂
阿
　
部
　
幸
　
子
（
津
山
）

善
行
功
労

纂
中
　
川
　
武
　
夫
（
南
方
）

纂
及
　
川
　
政
　
広
（
東
和
）

纂
千
　
　
　
勝
　
弘
（
南
方
）

纂
渡
　
辺
　
公
　
夫
（
津
山
）

纂
塩
　
野
　
髙
　
宏
（
津
山
）

纂
小
　
濱
　
敬
　
悦
（
東
和
）

纂
熊
　
谷
　
勝
　
則
（
津
山
）

纂
橘
　
　
　
智
　
法
（
津
山
）

纂
後
　
藤
　
則
　
彦
（
登
米
）

纂
佐
々
木
　
信
　
吾
（
石
越
）

纂
佐
々
木
　
卓
　
蔵
（
津
山
）

纂
末
　
永
　
伸
　
保
（
津
山
）

纂
小
野
寺
　
憲
　
司
（
東
和
）

纂
安
　
藤
　
博
　
幸
（
南
方
）

纂
鈴
　
木
　
　
　
勝
（
南
方
）

纂
阿
　
部
　
一
　
俊
（
津
山
）

纂
佐
々
木
　
誠
　
志
（
豊
里
）

纂
小
野
寺
　
弘
　
也
（
石
越
）

纂
髙
　
倉
　
　
　
仁
（
石
越
）

纂
日
　
野
　
建
　
一
（
津
山
）

纂
岩
　
渕
　
　
　
治
（
東
和
）

纂
二
階
堂
　
　
　
伸
（
石
越
）

纂
鈴
　
木
　
す
み
子
（
豊
里
）

■
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
県

民
福
祉
の
向
上
・
民
生
の
安
定
に

寄
与 民

生
安
定
功
労

県
文
化
の
日
表
彰

■
適
正
な
選
挙
の
執
行
と
選
挙
啓

発
な
ど
に
尽
力

纂
佐
々
木
　
力
　
也
（
登
米
）

　
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
　
月
　

１０

３１

日
に
開
催
さ
れ
た
県
文
化
の
日
表

彰
式
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り

県
勢
の
進
展
、
県
民
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

■
地
域
林
業
の
振
興
に
寄
与

纂
伊
　
藤
　
幸
　
一
（
登
米
）

■
地
域
畜
産
業
の
振
興
に
寄
与

纂
佐
々
木
　
　
　
男
（

迫

）

■
地
域
農
産
加
工
業
の
振
興
に
寄
与

纂
主
　
藤
　
と
よ
子
（
登
米
）

産
業
功
労

纂
岡
　
部
　
安
　
浩
（

迫

）

纂
伊
　
藤
　
や
す
こ
（
豊
里
）

纂
池
　
田
　
貞
　
助
（
石
越
）

纂
佐
　
竹
　
一
　
友
（
米
山
）

纂
金
　
　
　
昌
　
義
（
石
越
）

纂
千
　
　
　
胤
　
利
（
中
田
）

纂
浅
　
野
　
あ
ゑ
子
（
津
山
）

纂
及
　
川
　
元
　
子
（
東
和
）




